






 































【解説】
●道路幅員により制限されている容積率を緩和します。

⇒土地の有効利用と良好な市街地環境を確保できます。

用途地域に関する都市計画に定めた容積率を最高限度とする範囲
地区計画で定めた容積率を最高限度とする範囲

地区計画で容積率の最高限度を定める範囲

容積率は，用途地域の指定にあわせ
て定められるだけでなく，前面道路の
幅員によっても制限を受けるため，用
途地域で定められた容積率を最大限使
用できない場合もあります。
土地の有効利用を促進するため，壁

面位置を定め，その壁面線に応じた適
切な容積率を定めます。
※街並み誘導型地区計画についてはＰ
参照
※壁面の位置の後退についてはＰ 参照

※Ａ地区の 号壁面線の場合
＜変更前＞
前面道路幅員が４ｍの場合，
指定容積率が ％でも
４ ％しか使用できません。

＜変更後＞
壁面の位置を定め，前面道路幅
員による制限を緩和します。

前面道路幅員
ｍの場合
建築基準法により
４ ％が上限
※幅員 × ％

壁面の位置を
設定し，

％を上限
に規定
※ 号壁面線の場合

５

地区計画の区域
地区区分線

１号壁面線 ４号壁面線

縮尺 ：

広場周辺西街区で
は，地区計画で容積
率の最高限度を定め
ています。

２号壁面線





















【１号壁面線】 【 号壁面線】

【 号壁面線】 【 号壁面線】

壁面の位置の制限を定める範囲

外壁等

道路境界線
敷地

道路中心線→

道路

ｍ

外壁等

道路境界線
敷地国 ・４・ 号線

ｍ

外壁等

道路境界線
敷地

道路中心線→

道路

ｍ

外壁等

道路境界線
敷地区画道路１号

線一号

ｍ

１号壁面線 ３号壁面線 ４号壁面線

地区計画の区域 地区区分線

道路状空間

道路状空間

道路状空間

道路状空間

２号壁面線

縮尺 ：

広場周辺西街区では，
地区計画で各道路に沿
って壁面の位置が定め
られています。












